
準

決

勝

決

勝

６

回

裏

、

石

狩

先

頭

の

獅

子

内

が

左

翼

線

ギ

リ

ギ

リ

に

フ

ラ

イ

を

落

と

し

進

塁

、

川

村

学

が

痛

烈

な

左

翼

越

え

三

塁

打

を

放

ち

１

点

追

加

、

【
石
狩
５
‐
３
士
別
】

一

死

一

・

三

塁

で

鈴

木

謙

の

遊

ゴ

ロ

の

間

に

加

正

午

過

ぎ

か

ら

開

始

点

し

て

リ

ー

ド

を

拡

げ

る

。

さ

れ

た

試

合

は

三

〇

度

追

う

士

別

だ

が

、

好

投

す

る

獅

子

内

と

石

狩

編

集

・

発

行

大

会

実

行

委

員

会

事

務

局

教

宣

班

超

の

暑

さ

の

中

、

決

勝

の

堅

い

守

備

の

前

に

５

・

７

・

８

回

と

三

者

凡

２

０

１

１

年

８

月

８

日

発

行

(

第

４

号

)

戦

に

ふ

さ

わ

し

い

熱

戦

退

に

抑

え

ら

れ

る

。

と

な

っ

た

。

石

狩

は

８

回

裏

、

二

死

か

ら

矢

野

が

右

前

一

大
会
最
終
日
、
準
決
勝
２
試
合
、
決
勝

【
士
別
４
‐
１
長
万
部
】

１

回

裏

、

石

狩

・

矢

塁

打

で

進

塁

、

牽

制

悪

送

球

の

間

に

三

塁

へ

。

を
行
っ
た
。
激
戦
を
勝
ち
抜
い
た
４
チ
ー

士

別

は

初

回

、

畑

山

の

ラ

イ

ト

ス

タ

野

が

二

死

か

ら

中

前

二

続

く

鈴

木

謙

が

左

前

適

時

打

で

１

点

を

追

加

し

ム
だ
け
に
、
３
試
合
と
も
好
ゲ
ー
ム
が
展

ン

ド

へ

飛

込

む

２

ラ

ン

で

先

制

す

る

。

塁

打

、

続

く

鈴

木

謙

の

て

士

別

を

引

き

離

す

。

開
さ
れ
、
全
道
の
頂
点
に
は
石
狩
市
職
労

５

回

表

に

は

土

谷

の

右

前

打

で

、

さ

三

塁

ゴ

ロ

を

士

別

・

徳

し

か

し

士

別

も

最

終

回

、

獅

子

内

か

ら

継

投

が
登
り
詰
め
た
。
来
年
の
全
国
大
会
に
北

ら

に

６

回

表

に

も

北

川

の

中

前

打

で

、

竹

が

エ

ラ

ー

、

石

狩

が

し

た

菅

原

を

相

手

に

猛

追

を

か

け

る

。

海
道
地
連
代
表
と
し
て
出
場
す
る
。

着

実

に

得

先

制

す

る

。

先

頭

の

大

橋

が

死

球

、

一

死

か

ら

畑

山

が

一

点

を

重

ね

塁

打

を

放

ち

一

・

三

塁

。

続

く

坂

本

の

二

塁

ゴ

た

。

ロ

の

間

に

１

点

を

返

し

た

。

さ

ら

に

二

死

か

ら

、

北

川

が

右

翼

越

え

の

三

塁

適

【
石
狩
６
‐
０
倶
知
安
】

時

打

を

放

ち

１

点

序

盤

は

、

石

狩

・

部

田

、

を

追

加

、

徳

竹

が

倶

知

安

・

瀧

上

の

投

手

戦

と

左

翼

線

へ

適

時

打

な

る

。

を

放

ち

２

点

差

ま

均

衡

が

破

ら

れ

た

の

は

５

で

追

い

上

げ

る

。

回

表

、

石

狩

は

四

球

と

相

手

対

す

る

長

万

部

は

、

こ

こ

で

石

狩

は

、

の

エ

ラ

ー

で

無

死

一

・

三

塁

士

別

・

北

川

の

好

投

の

菅

原

か

ら

獅

子

内

と

し

て

、

７

番

沼

田

の

遊

ゴ

前

に

、

６

回

裏

ま

で

無

士

別

は

２

回

表

、

二

に

投

手

を

戻

し

、

ロ

の

間

に

１

点

を

先

制

。

二

安

打

に

抑

え

ら

れ

る

。

死

一

・

三

塁

の

好

機

を

士

別

最

後

の

打

者

・

死

後

に

も

９

番

佐

々

木

の

右

７

回

裏

、

中

兼

、

三

生

か

せ

ず

、

３

回

表

に

中

岡

を

三

振

に

仕

前

適

時

打

で

こ

の

回

２

点

を

上

の

連

打

で

打

線

が

つ

も

、

一

死

一

塁

か

ら

二

留

め

、

初

優

勝

を

挙

げ

た

。

な

が

り

１

点

を

返

す

が

盗

を

狙

っ

た

が

、

石

狩

飾

っ

た

。

８

回

表

、

石

狩

・

鈴

木

謙

そ

の

後

も

、

士

別

の

堅

捕

手

・

鈴

木

謙

の

好

送

の

左

翼

越

え

３

塁

打

で

追

加

実

な

守

備

が

光

り

、

長

球

に

阻

ま

れ

る

。

点

。

９

回

表

に

も

、

稲

垣

の

万

部

の

反

撃

を

許

さ

な

４

回

表

に

も

無

死

一

塁

か

ら

北

川

中

打

な

ど

足

を

絡

め

た

攻

撃

か

っ

た

。

の

犠

打

を

ま

た

も

鈴

木

謙

の

好

送

球

で

加

点

し

試

合

を

決

め

た

。

に

よ

り

、

二

殺

と

さ

れ

る

。

一

方

、

２

回

以

降

、

士

別

・

高

橋

倶

知

安

の

力

投

に

抑

え

ら

れ

て

い

た

石

狩

は

は

最

後

ま

４

回

裏

、

矢

野

の

ピ

ッ

チ

ャ

ー

返

し

と

で

部

田

の

２

盗

塁

で

一

死

三

塁

と

し

、

鈴

木

謙

の

好

投

を

切

投

ゴ

ロ

の

間

に

１

点

を

追

加

す

る

。

り

崩

す

こ

６

回

表

、

士

別

は

一

死

か

ら

樫

山

が

と

が

出

来

中

前

打

で

進

塁

し

盗

塁

を

図

る

も

、

再

な

か

っ

た

。

び

捕

殺

さ

れ

る

。

＜最優秀選手賞＞

・獅子内 彰（石狩市職）

＜殊勲賞＞

・部田 亮輔（石狩市職）

＜敢闘賞＞

・高橋 幸人（士別市職）

＜ダイヤモンド賞＞

・鈴木 謙三（石狩市職）

＜打撃賞＞

・矢野 淳司（石狩市職）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 R

石狩
0 0 0 0 2 0 0 1 3 6

倶知安 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 R

士別
2 0 0 0 1 1 0 0 0 4

長万部
0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 R

士別
0 0 0 0 0 0 0 0 3 3

石狩
1 0 0 1 0 2 0 1 × 5

優勝した石狩市職労チーム


